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平成２４年４月２７日　
　各社会福祉施設等の長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県福祉部長　荒　井　幸　弘　
　　                                                         （公印省略）
　
社会福祉施設等における事故防止等について（通知）
　社会福祉施設等の運営につきましては、日ごろ格別の御尽力をいただき厚くお礼申し上げます。
　さて、これからの季節は、食中毒が発生しやすいことや行事が多く実施される機会が多いことから、様々な事故が発生しやすい時期となります。
  また、新年度を迎え、入（通）所者及び職員の入れ替わりが多いため、施設運営については、日ごろ以上に注意が必要です。
　ついては、留意事項について別紙のとおりまとめましたので、入（通）所者、職員及び施設の事故防止に万全を期すようお願いします。
                                 　　　　　担当　社会福祉課　施設指導担当
                                           電話　(048)830-3225
別紙
留意事項

１　食中毒や感染症等を予防するため、うがいや手洗いの励行をはじめとする衛生　　管理対策を講じてください。特に発熱、下痢及び腹痛等の症状を有する場合は、　　速やかに医療機関において受診させてください。

　　また、給食施設を有する施設は、衛生管理に万全を期するとともに保健所の指
　導等については確実に履行してください。

２　夏季を迎えるに当たり、水分補給に留意し、熱中症に陥ることのないよう対策　　を講じてください。

３　入（通）所者に対する日ごろの処遇（介護、入浴、作業訓練、保育、遊戯等）　　にあっては、必ず事故防止対策を講じてください。
　　新たに入（通）所した者は、施設の利用に慣れていないので特に注意してくだ

　　さい。

４　諸行事等の実施に当たっては、安全への配慮、指導及び非常連絡網の確認を行　　うとともに交通事故をはじめとした事故防止対策を講じてください。
５　施設内設備（電気、配管等）の日常点検を励行するとともに避難訓練など災害
　対策を講じてください。
６　あらゆる災害に備えるため、周辺環境を再確認するするとともに、自主防災組　　織の整備、地域防災組織や地元自治会との連携並びに災害用品の備蓄など必要な　　対策を講じてください。
７　現金等の保管や個人情報の管理などに万全な対策を講じるとともに、夜間又は　　職員退出時においては火気及び施錠の確認を確実に行ってください。　
８　電力需給が不確定のため、今後の節電や計画停電が想定されます。入（通）

　所者処遇や施設運営の影響を最小限に抑えるため、事前の準備、対策を怠らない　

　ようにしてください。
 事故が発生した場合や施設管理等の御質問等は、所管の県庁担当課又は県福祉事務所まで御連絡ください。
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